
Js6}が免むも号賀沼

国 の定め る 手 賀沼の
5mg!Qぱ下

水 質 環境基準
千葉県湖沼水質保全計画による

12昭 /Q
年平均 目 標 COD値

平成14年6月、月平均COD値 8.7昭/Q 
採水場所 :手賀沼公園沖

平成15年6月、月平均COD値
8.5昭/Q採水場所 :手賀沼公園沖

平
成
日
同
年
度
予
算
の
執
行
状
況

市
の
財
政
が
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
り
、
皆
さ
ん
が
納
め
た
税

金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
を
ご
理
解
い
た
だ
く
た
め
、

叫
年
度
予
算
の
執
行
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

|14年度収入済額 |
|13 年麿 11

:;32Z22E 44% 
筈霊6830万円 +3.2% 
25限 00万円

話霊1301万円 一21.9%
27億 0657万円

13護恕誇自 +14.6%

1議3327詔 一24.6%
13億 3258万円 一31.2%
9億 3602万円

10億 2662万円 一5.3%
O億 8420万円

8億 2368万円 一0.6%
8億 2891万円

議?lヲ2莞目 +1.9% 

2寝3よ23主目 -4.0% 

3寝333Z自 +0.6%

3寝2323芸自 +1.0% 

?震572主目+156.7% 、

22227322 -43%イ片
車交付金は、利子割・地方消費税・ゴ1~7場利用税・自動車取得続・交通安全対策の各交付金の合計

器その他は、財産収入・寄付金・諸収入の合計

11梓 度 支 出 浦l
l13年度 l

73億 8375万円
68億 2189万円

ム一
A

自室

計

日
比
年
度
一
般
会
計
予
算
は
3
1
0

億
4
3
0
3
万
円
で
し
た
が
、
実
際

の
収
入
は
3
1
2
億
8
5
5
0
万
円
、

支
出
は
3
0
1
億
4
8
3
7
万
円
に

な
り
ま
し
た
。

収
入
か
ら
支
出
を
差
し
引
い
た
額

は
日
億
3
7
1
3
万
円
で
、
日
年
度

予
算
に
繰
り
越
さ
れ
ま
す
。

表
1
の
各
項
目
で
、
前
年
度
に
比

べ
て
増
減
の
大
き
い
も
の
は
、
次
の

よ
う
な
理
由
で
す
。

収

入

地
方
交
付
税

(
2
・
9
%減
)

国
が
地
方
交
付
税
の
し
く
み
を
変

更
。
交
付
税
の

一
部
が
、
臨
時
財
政

対
策
債
と
い
う
地
方
債
に
振
り
替
え

ら
れ
た
た
め
滅
。

国
庫
支
出
金

(
H
・
6
%増
)

一般会計予算の対前年度比較

増減率

固
か
ら
の
権
限
委
譲
に
よ
り
市
で

行
う
こ
と
に
な
っ
た
児
童
扶
養
手
当

支
給
に
対
し
、
固
か
ら
負
担
金
が
支

給
さ
れ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
増
。

交
付
金

(剖

・
2
%減
)

特
に
日
年
度
に
多
か
っ
た
利
率
の

高
い
定
額
貯
金
の
満
期
分
の
源
泉
徴

収
税
額
が
、
比
年
度
は
減
少
し
た
た

め
滅
。

繰
入
金

(1
5
6
・
7
%増
)

公
園
用
地
や
手
賀
沼
沿
い
斜
面
林

の
取
得
、
公
園
整
備
な
ど
の
経
費
に

充
て
る
目
的
で
、
緑
の
基
金
、
ふ
る

さ
と
手
賀
沼
ふ
れ
あ
い
計
画
推
進
基

金
な
ど
か
ら

一
般
会
計
に
財
源
を
繰

り
入
れ
た
た
め
増
。

支

出

と
や
、
生
活
保
護
の
対
象
者
が
多
く

な
っ
た
こ
と
に
よ
り
増
。

土
木
費

(
5
・
8
%増
)

中
峠
亀
田
谷
公
園
の
用
地
取
得
や

手
賀
沼
沿
い
斜
面
林
を
保
全
す
る
た

め
の
緑
地
の
買
い
取
り
、
手
賀
沼
公

園
の
再
整
備
な
ど
を
行
っ
た
た
め
増
。

教
育
費

(お

・
3
%減
)

日
年
度
に
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

ア
ビ
ス
タ
の
建
設
工
事
が
終
了
し
た

た
め
滅
。

商
工
費

(叫

・
6
%減
)

中
小
企
業
へ
の
資
金
融
資
に
伴
う

預
託
資
金
の
支
出
が
、
比
年
度
は
ペ

イ
オ
フ
対
策
で
、
普
通
預
金
の
預
け

入
れ
に
変
わ
っ
た
た
め
、
名
目
上
は

支
出
が
滅
。

市

民

の

負

担

額

納
め
て
い
た
だ
い
た
市
税
の

一
人

あ
た
り
の
額
と
、
市
民

一
人
あ
た
り

に
使
わ
れ
た
市
の
事
業
や
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
費
用
は
右
下
図
の
と
お
り
で

す
。
(
日
年
4
月
1
日
現
在
の
人
口

で
算
出
)

差
額
は
地
方
交
付
税
、
国

・
県
支

出
金
、
市
債
な
ど
で
賄
わ
れ
て
い
ま

す
。

笹必=ら旨周
( 2311，笠型到処~.

で「

市
債
と
債
務
負
担

市
債
は
、

一
時
に
多
額
の
経
費
を

必
要
と
す
る
事
業
の
財
源
に
充
て
る

た
め
に
借
り
入
れ
る
借
金
。
U
年
度

末
の
市
債
残
高
は
2
2
3
億
5
2
4

万
円
で
、
市
民

一
人
あ
た
り
口
万
2

2
0
1
円
で
す
。
(
日
年
度
の
県
内

お
市
の
平
均
は
幻
万
3
1
8
円
)

債
務
負
担
は
、
事
業
が
数
年
度
に

渡
っ
て
継
続
す
る
場
合
に
、
将
来
の

支
払
い
を
約
束
す
る
も
の
。
リ凶
年
度

末
の
未
払
残
高
は
お
億
1
5
6
5
万

円
で
、
市
民

一
人
あ
た
り
1
万
9
4

2
1
円
で
す
。

(
日
年
度
の
県
内
お

市
の
平
均
は
7
万
1
8
4
1
円
)

支出

費

費

費

費

費

費

費

嘆

費

費

計

生

務

木

育

憤

生

防

林

開

会

工

民

総

土

教

公

衛

消

農

ね

譜

商

合

民
生
費

(
8
・
2
%
増
)

固
か
ら
の
権
限
委
譲
で
市
に
よ
る

児
童
扶
養
手
当
支
給
が
始
ま
っ
た
こ

V表 1

収入

市税

市債

地方交付税

国庫支出金

繰越金

交付金

県支 出金

地方糊交付金

使用料・手数料

分担金・負担金

地方譲与税

その 他

繰入金

合 計

増減率

I +~.2% t 
+5.0% 

+5.8% 

+0.6% 

+4.1% 

+4.2% 

+1.6% 

三国

基

金

立で資
額主す金基
はな 。を金
、基 積 は

左 金み
表 の 立特
の 14 て定
と年 、の
お度運目
り末 用的
で現 すの
す在 るた
。の も め
積 の に

財政調整基金"23憶∞00万円 成目標撞線化整借基金一95∞万円

減債基金…5憶1000万円ふるさと手賀沼

清掃工場建設基金… 3憶6500万円 ふれあい計画推進基金…92∞万円

社会福祉事業基金… 2憶4000万円国際交流基金..47∞万円

庁舎増築基金… 1憶ω00万円スポーツ振興基金…45∞万円

緑の基金… 1憶8900万円めるへん文庫基金…1153万円

※財政調整基金・・・年度聞の財源の不均衡を調整するための積立金。
滅債基金・・・市債の返済のための積立金。

特

別
ム一
A

計

特
別
会
計
は
、
特
定
の
事
業
を
行

う
た
め
に
、
一
般
会
計
と
区
分
し
て

経
理
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
設
け

る
会
計
で
す

(表
2
参
照
)
。

14年度特別会計の状況

区分 収入額 支出額
国民健康保険事業 75億5397万円 73億1551万円
老 人 保 健 74億4302万円 73億5512万円
介 議 保 険 35億7441万円 34億9270万円
公共下水道事業 33億2787万円 32億8763万円
土地区画整理事業 4億0273万円 2億3044万円
手賀沼浄化事業 1億3559万円 9244万円
公共用地取得事業 7688万円 7688万円

4匡』司 計 225億1447万円 218億5072万円

V表2

アビスタで
保育サービス

ワ月 23日から

市
は
7
月
お
日
制
か
ら
、

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
「
ア
ビ
ス

タ
」
利
用
者
の
お
子
さ
ん
を
保
育

す
る
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
ま
す
。

「子
ど
も
連
れ
だ
と
図
書
館
が

利
用
し
づ
ら
い
」
「
い
ろ
い
ろ
な

市
民
団
体
の
イ
ベ
ン
ト
に
気
軽
に

参
加
し
た
い
」
な
ど
、
皆
さ
ん
の

ご
要
望
に
応
え
る
も
の
で
す
。
公

募
に
よ
る
ア
ピ
ス
タ
保
育
市
民
ス

タ
ッ
フ
が
保
育
に
あ
た
り
ま
す
。

当
面
は
水
曜
日
の
午
前
中
の
み

で
す
が
利
用
状
況
を
見
な
が
ら
拡

大
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

水
道
事
業
会
計

水
道
事
業
は
公
営
企
業
と
し
て
独

立
採
算
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
比
年
度
の
事
業
収
支
は
7
4
1
6

万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
資
本
的
支
出
の
主
な
内
容

は
、
新
木
野
、
湖
北
台
地
区
の
石
綿

セ
メ
ン
ト
管
の
布
設
替
え
工
事
と
企

業
債
の
返
済
な
ど
で
す
。

資
本
的
収
支
の
不
足
額
は
、
過
年

度
か
ら
の
内
部
留
保
資
金
で
補
て
ん

し
ま
す

(表
3
参
照
)
。

固

財
政
担
当

・
内
線
2
2
0

記
事
の
訂
正

6
月
日
日
号
1
面
の
「
平
成
日

年
度
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
公

表
」
の
記
事
の
中
で
、
見
出
し
が

保
育
実
施
日
時

毎
週
水
曜
日
午

前
9
時
か
ら
正
午

対
象

ア
ビ
ス
タ
で
開
催
さ
れ
る

イ
ベ
ン
ト
や
活
動
へ
の
参
加
者

(
主
催
者
を
含
む
)
や
市
民
図
書

館
利
用
者
の
2
歳
以
上
の
就
学
前

の
お
子
さ
ん

定
員

先

着

却
人
程
度

費
用

無
料

申
し
込
み

当
日
、
ア
ピ
ス
タ
託

児
室
前
で

固

我
孫
子
地
区
公
民
館
宮
7
1

8
2
・
0
5
1
1

差し引き

7416万円

。水道施設建設に係わる資本的収支

資本的収入 |資本的支出| 差し引き

2憶5552万円16憶8317万円1-4億2765万円

V表3 14年度水道事業会計の状況
。事業経営に係わる事業収支

'水道事業収益 |水道事業費用

27憶3196万円126憶5780万円

「
3
年
間
で
資
産
は
:・
」
と
あ
る

の
を
、

「
日
年
度
、
ロ
年
度
、
日

年
度
の
推
移
を
見
る
と
資
産
は

・:
」
に
訂
正
し
ま
す
。

...アビスタの託児室がご利用できます

人 と鳥 が共存し 手賀沼を 誇 れるまち
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受け付けは7月28日から8月12日まで

市職

-ー-申受職予
込験種定市
舎の・ので
( 手 受 市 は
総統験職

護き語塁走
、自募 16

各筆下築年
支の表し度

所震護手鷺

V採用職種 ・受験資格

t1 

消
防
署
に
用
意
)
に
、
上
半
身
無
帽

で
最
近
3
カ
月
以
内
に
撮
影
し
た
写

ち
ょ
う

真
(
タ
テ
必
醐
×
ヨ
コ
お
醐
)
を
貼

伸
し
、
市
役
所
総
務
課
へ
持
参
ま
た

は
郵
送
(
干
2
7
o
l
-
-
9
2
・

住
所
省
略
可
)

申
込
期
間

7
月
お
日
か
ら
8
月
ロ

日
(
消
印
有
効
)
午
前
9
時
か
ら
午

後
4
時
(
土
・
日
曜
日
を
除
く
)

第
一
次
試
験
日
・
場
所

9
月
幻
日

質
の
高
い
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
め
ざ
し
て

怠

介
護
保
険
相
談
員
を
派
遣
し
ま
す

第 1097号

介
護
保
険
相
談
員
は
、
施
設
な
ど

を
訪
問
し
て
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者

の
立
場
に
た
っ
て
個
々
の
相
談
に
応

じ
、
不
安
や
不
満
、
疑
問
な
ど
に
き

め
細
か
く
対
応
し
、
改
善
の
途
を
探

り
ま
す
。

ま
た
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者

と
提
供
者
と
の
橋
渡
し
を
行
い
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
高
め
る
こ
と
を

目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
現
在
、

6
人
の
介
護
保
険

相
談
員
を
委
嘱
し
、
市
内
の
特
別
養

護
老
人
ホ
l
ム

(
3
カ
所
)
と
老
人

保
健
施
設

(
2
カ
所
)
へ
月
2
回
派

遣
し
て
い
ま
す
。

在
宅
サ
ー
ビ
ス
(
訪
問
介
護
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
な

ど
)
も
対
象
と
し
て
い
ま
す
の
で
、

圃す で 14 さ派
、年ない遺

介活度お。を

委関の、希
活介望

護室襲覆 Z
左績険 方

内表は 相は
線の 1 談 ご
3 と 2 員連
8 お 3 の 絡
2 り 1平く

で件成 だ

V介護保険相談員の活動実績(件)

内容 平成叫年度 平成13年度

話相手 897 527 
相談 42 27 
要望 75 63 
苦情 53 31 
満足 157 91 
そのイ也 7 
合計 1，231 740 

側
、
白
山
中
学
校

※
試
験
申
込
書
の
郵
送
を
希
望
す
る

方
は
、

A
4
判
の
返
信
用
封
筒

(
1

2
0
円
切
手
を
貼
付
し
、
あ
て
先
と

朱
書
き
で
希
望
の
職
種
を
明
記
)
を

同
封
し
て
総
務
課
へ

※
市
ホ

l
ム
ペ
ー
ジ
『
仲
仲
間
U

一¥
¥

若
者
宅
・
立
与
・

ω
E
W
0・n
E
σ
ω
-

号
¥
で
も
ご
墾
内
し
て
い
ま
す
。

圃
総
務
課
・
内
線
2
3
2

異動の手続きを

お忘れなく

園民健康保険

被
保
険
者
代
表
委
員
を
募
集

市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
運
営
協

議
会
の
被
保
険
者
代
表
委
員
を
公
募

し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
は
、

国
民
健
康
保
険
の
運
営
に
つ
い
て
、

意
見
交
換
や
、
調
査
、
審
議
、
市
長

へ
の
意
見
の
答
申
な
ど
を
行
う
機
関

で
、
被
保
険
者
代
表
、
保
険
医
ま
た

は
保
険
薬
剤
師
代
表
、
公
益
代
表
(
学

識
経
験
者
)
、
被
用
者
保
険
等
保
険

者
代
表
の
日
人
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

あ
な
た
の
経
験
を
、
国
民
健
康
保

健
の
運
営
に
生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

募
集
人
数

4
人

応
募
資
格
却
歳
以
上
で
市
内
在
住

の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
(
他
の
審

議
会
な
ど
の
委
員
に
委
嘱
さ
れ
て
い

い
ざ
と
い
う
時
に
、
医
療
費
の
心

配
を
せ
ず
に
、
安
心
し
て
治
療
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
、
私
た
ち
は
全
員

が
、
会
社
の
健
康
保
険
や
国
民
健
康

保
険
に
入
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
の
場
合
は
、
会
社

の
保
険
と
は
異
な
り
、
加
入
や
脱
退

な
ど
の
手
続
き
-を
自
分
で
行
わ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
左
衰
の
よ
う
な

と
き
は
、

U
日
以
内
に
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

る
方
を
除
く
)

任
期
叩
月
1
日
か
ら
2
年
間

協
蝿
会
の
開
催
平
日
の
昼
間

報
酬
会
議
な
ど
に
出
席
の
場
合
日

額
7
0
0
0
円

選
考
方
法
選
考
委
員
会
に
よ
る
レ

ポ
ー
ト
審
査

応
募
方
法
国
民
健
康
保
険
に
つ
い

て
の
意
見
・
提
言
な
ど
を
8
0
0
字

程
度
に
ま
と
め
、
別
紙
に
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
性
別
、
職
業
、
電
話
番

号
、
封
筒
表
面
に

「応
募
」
と
明
記

し、

7
月
白
日
必
着
で
一
T
2
7
o
l

-
-
9
2市
役
所
国
保
年
金
課
給
付

担
当
(
住
所
省
略
可
)
へ
郵
送
ま
た

は
持
参

圃
国
保
年
金
課
・
内
線
3
2
5

な
お
、
職
場
の
健
康
保
険
や
、
そ

の
扶
養
か
ら
は
ず
れ
た
方
が
、
そ
の

ま
ま
無
保
険
の
状
態
に
な
っ
て
い
る

例
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
必
ず
、

国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
よ
う
に

お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、

⑨
を
申
請
し
て
い
る
方
で
、

学
生
で
な
く
な
っ
た
と
き
や
就
職
し

た
と
き
は
、
必
ず
親
元
の
世
帯
の
住

所
地
に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

圃
国
保
年
金
謀
・
内
線
3
2
4

こんなとき 必要なもの

園 我孫子市に転入してきたとき 印鑑
保

聡喝の健康保険をやめたとき 印鏡、磁場の健康保
険をやめた証明書

t主
主印鑑、保険証、世帯ι、子どもが生まれたとき

る の預金通帳
と

生活保.を受けなくなったとき 印鑑、保護廃止決
き 定通知書

保国やを

我孫子市外ヘ転出するとき 印鑑、保険E
聡場の健康保険に入ったとき 印銭、国保の保険証
闘の健康保険の働嫌者lこなったとき と磁場の保険証

め 死亡したとき 晴、側瓶、葬祭を
る 行った方の預鋪帳
と生活保謹を受けるようになった 印鑑、保険証、保護
き とき 開始決定通知書

世帯主・氏名がかわったとき
市内で転居したとき

印鑑、保険E
そ旅行者どで世帯と別繍検証淵しいとき

退脂鴎蜘こ拙しなくなったとき

の就学などて弛市町村に居住す 印鑑、保険証、在学
るとき(住民票を移す場合) 証明書、転出届

個別の保険証を返還するとき 岡聡個別の保険証、
他 世帯の保険証

保険Eを無くしたとき 印る2もtの世儲帯主虫本捕人組な明ど)す

遺厳者医療制度に~当したとき 曙、年金証書、保険証

手続きが遅れるとこん怠場合も

①医療費が全額自己負担になる

①未加入期間の保険税をさかのぼって一度

に請求される

①資格を失った保険証で治療を受けた場合、

後で保険者負担分の支払いを求められる

入院時の食事代などの負担を軽減

該当する方は減額認定の申請を

職種 援予定数用 受験資格

一般行政職 3人
昭和43年4月2日以降生ま

上級 れの方で、学歴，:t問いません
昭和33年4月2日から43年

一般行政臓
2人

4月1日までに生まれ、民間
女性 企業等での職務経験が5年以

上の女性

昭和48年4月2日以降生ま
れで、次のいずれかの要件を
満たす方
①短大卒以上で専門課程を終
了した方または平成16年3月

福祉総合服 2人
31日までに終了見込みの方
@高卒以上で2年以上祉会福
祉施設(知的障害者援護・身
体障害者更生援謹施設、養謹
老人ホーム)で従事した方ま
たは福祉に関して相当の学識
経験を有すると認められる方

消防士 3人
昭和53年4月2日以降生ま
れの方で、学歴は問いません

園民健康保険・老人医療

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

方
が
入
院
し
た
場
合
、
治
療
費
と
は

別
に
、
食
事
代
と
し
て
1
日
に
つ
き

7
8
0
円
が
自
己
負
担
と
な
り
ま
す

が
、
市
民
税
が
非
課
税
の
世
帯
な
ど

の
方
は
、
申
請
に
よ
り
負
担
が
軽
減

さ
れ
ま
す
(
下
表
参
照
)
。

ま
た
、
老
人
医
療
を
受
給
し
て
い

る
方
と
初
歳
以
上
の
高
齢

受
給
者
は
、
食
事
代
に
加

え
て
入
院
時
の
一
部
負
担

金
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

ど
ち
ら
も
減
額
認
定
証

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
額

該
当
す
る
方
は
国
保
年
金

地

課
(
老
人
医
療
護
者
は

己

介
護
支
援
課
)
へ
申
請
し

閣

で

く

だ

さ

い

。

事

な
お
、
差
減
額
認
定
時

証
を
お
持
ち
の
方
は
、

7

中

月
白
日
で
期
限
が
切
れ
ま

刈

す
の
で
、
該
当
す
る
場
合

V

は
再
度
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

入
院
日
数
が

ω日
を
超
え
た
場
合

に
は
、
食
事
代
の
負
担
は
さ
ら
に
軽

減
さ
れ
ま
す
。
入
院
期
聞
が
わ
か
る

領
収
書
な
ど
を
持
参
の
う
え
、
再
度

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

圃
国
保
年
金
課
・
内
線
3
2
4
、

介
護
支
援
謀
・
内
線
4
1
4

対象者 負担額

一般加入者 1日780円

90固までの入院 1日650円
市民税

91日目以降の入院 1日500円
非課税

世帯等 老人医療者・世高齢帯全受給者
1日300円証所該額当で 員の

得がO円の場合

高齢受給者証と

老人医療受給者証の

定期更新

高齢受給者または老人医療制度の適

用を受けている方は、8月が定期更新

となります。

現在は健康保険証と併用すること

で、 1割または2割の負担で医療を受

けることができますが、今回の定期更

新では平成 15年度住民税の課税所得

により負担割合を決定します。

高齢受給者は、負担割合を更新した

新しい受給者証を7月下旬に郵送しま

す。老人医療受給者は、割合変更のあっ

た方のみ郵送します。

なお、あらためて手続きをする必要

はありませんが、税務署や市役所課税

課に申告していない方は、所得申告が

必要になる場合があります。

固国保年金課・肉離324、介護支援

諜・内線414

圃民年金は

世代と世代の支え含い

国民年金などの公的年金は、世代と世

代の支え合いで成り立つ、社会連帯の制

度です。

制度の加入者(被保険者)の納めた保

険料は、高齢世代の方々 に支払われる年

金の財源となり、高齢者の生活を支えて

います。

そして、現在の被保険者が高齢になっ

たときは、ぞれまでの保険料の納付実績

に応じて年金を受け取ることができます。

日本に住む20歳から60歳までのす

べての方は、国民年金に加入することに

なっています。国民年金に加入し、保険

料を納めることは、社会連帯の制度に参

加するとともに、将来年金を受け取る権

利力鴨障されることにもなります。

国国保年金諜・内線326 ※入院時の食事代は、高額療養費の支給対象に
なりません。

市役所の電話番号ft7185-1111 市役所のホームページアドレス http://www.city.abiko.chiba.jp



( 3) 2003.7.1 6 

児
童
扶
養
手
当

現
況
屈
を
お
忘
れ
な
く

「児
童
扶
養
手
当
」
を
受
け
て
い

@
認
定
事
項
に
変
更
が
あ
る
場
合
は
、

る
方
は
、
毎
年
8
月
に
現
況
屈
を
提

す
ぐ
届
け
出
を

出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
受
給
資
格
や
、
住
所
な
ど
の
認
定

対
象
の
世
帯
に
は
7
月
末
日
ま
で
事
項
が
変
わ
っ
た
場
合
は
、
速
や
か

に
届
け
舎
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
期

に

届

け
出
て
く
だ
さ
い
。

限
内
に
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

圃

子
育
て
支
援
謀
・
内
線
3
4
7

届
け
出
が
な
い
と
、
8
月
分
以
降

の
手
当
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん。

ま
た
、

2
年
以
上
届
け
出
が
な
い
と
、
手
当

を
受
け
る
権
利
が
な
く
な
り
ま
す。

日
程
・
場
所
下
表
参
照

持
参

①
現
況
届
②
児
童
扶
撃
手

当
証
書
③
届
け
出
の
印
鑑
④
平

成
日
年
1
月
2
日
以
降
に
転
入
さ
れ

た
方
は
、
日
年
度
の
所
建
祉
明
書

⑤
そ
の
他
の
必
要
書
類

※
所
得
が
未
申
告
の
方
は
、
受
け
付

け
出
来
ま
せ
ん
の
で
必
ず
申
告
を
し

て
く
だ
さ
い
。

第 1097号
~ -.. ti 怠

?;;I 
カレッジ

初
心
者
の
方
を
対
象
と
し
た
パ
ソ

コ
ン
教
室
で
す
。

受
講
中
の
方
は、

受
講
料
入
金
後

6
カ
月
間
は、

ア
シ
ス
タ
ン
ト
付
き

の
パ
ソ
コ
ン
開
放
時
聞
を
優
先
的
に

利
用
し、

受
講
内
容
を
繰
り
返
し
学

V受け付けの日程
場 所 日 時

子育て支援課 8月1 日3幽時~~9月1 日(開土)、8時30分~
12時、 1311il'"17時 ・日曜日を除()

(酉別館2階)※8月14・15日tt19時まで
湖北地区公民館 8月12日ω9時30分'"12時
布佐支所 8月12日ω13時30分'"16時
つくし野支所 8月13日附 9時30分'"12時
保健センター 8月13日嗣13時30分'"16時

習
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
(
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
接
続
は
不
可
)

場
所

市
民
プ
ラ
ザ

内
容
左
表
参
照

受
付
時
間

午
前
日
時
か
ら
午
後
7

時
(
毎
月
第
2
・
3
木
曜
日
休
館
)

※
詳
し
く
は
、

市
民
プ
ラ
ザ
に
用
意

し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

圃

市
民
プ
ラ
ザ
宮
7
1
8
3
・
2

唱
ム

唱
ム

唱

i

V受講内容

※1単元ω分。受講料はテキス卜代・通信料含む。
※*の講座は再受講券1自分が別に付きます。

講座名 単冗 受講料 対象

パソコン入門* 3 3，5∞円初心者の方

WORD2002 * 5 8，CXX)円
EXCEL2∞2牢 5 8，CXX)円 文字入力の

インターネット 4 5，5∞円 できる方

文 書 管理 2 2，5∞円

鶏窮t;，喜重2ヤー忽え了事忌竺RF2E

谷津散策のタ

健制問暖制。。。畠

ホゆIL (j)先G舞も。00~ 

ノミ

今
回
の
ネ
イ
チ
ャ
1
イ
ン
は、

夜

の
自
然
観
察
会
で
す
。

夏
の
虫
た
ち
の
鳴
き
声
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。
ホ
タ
ル
の
可
愛
い
光

の
舞
も
見
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

集
合
日
時
・
場
所

7
月
訂
日
制
午

r----ー圃圃『ーー冒・『ーー司圃r-ー司圃---

/四季の道

湖北駅、
湖北台団地

集舎場所-:::e
湖北台10丁目 . 
バス停留所 /-

中央学院高校'
バス停留所

後
6
時
田
分
湖
北
台
叩
丁
目
パ
ス
停

留
所
前

(
右
図
参
照
)

※
寧
で
の
ご
来
場
は、

ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

※
湖
北
台
叩
丁
目
の
パ
ス
停
留
所
を

経
由
す
る
パ
ス
は、

天
王
台
駅
南
口

と
、
湖
北
台
駅
南
口
か
ら
運
行
し
て

い
ま
す。

場
所

開
発
戸
・
都
部
の
谷
津

※
ト
イ
レ
は
あ
り
ま
せ
ん
。

定
員

先

着

印
人

(小
学
生
以
下
は

保
護
者
同
伴
、
中
学
生
は
申
し
込
み

そ
の
笑
顔
」

交

通

安

全

運

動

7
月
初
日
制
か
ら
担
日
同
ま
で
、

夏
の
交
通
安
全
運
動
が
行
わ
れ
ま
す。

子

ど

も

と

高

齢

者

の

交

通

事

故

防

止

夏
は、

子
ど
も
の
気
が
ゆ
る
み
が

ち
。
高
齢
者
の
交
通
事
故
も
増
え
て

夏言
の子

お
先
に
ど
う
ぞ

子どもたちを交通事故から守ろう

い
ま
す
。
安
全
運
転
に
ご
協
力
を
。

シ
l
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
l
ト
の
着
用
の
徹
底

大
切
な
命
を
交
通
事
故
か
ら
守
る

た
め
、
必
ず
着
用
を
。
市
で
は、

チ

ヤ
イ
ル
ド
シ
l
ト
の
レ
ン
タ
ル
も
行

時
に
保
護
者
名
と
連
絡
先
を
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
)

参

加

費

無
料

持
参

懐
中
電
灯
、
雨
具
、
長
靴、

服
装
(
蚊
が
多
い
の
で
長
め
の
も
の
)

申
し
込
み
・
圃

電
話
で
7
月
お
固

ま
で
手
賀
沼
課

・
内
線
4
6
2
へ

※
開
催
の
有
無
は、

当
日
の
午
後
5

時
か
ら
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
宮
7
1

8
5
・
5
0
0
0
コ
1
ド
番
号
8
5

0
で
お
知
ら
せ
し
ま
す。

っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、

市
交
通

整
備
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
を
。

ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
・
飲
酒

運
転
な
ど
危
険
な
運
転
の
防
止

夏
は
交
通
量
が
増
え
、
事
故
が
多

い
季
節
。

無
理
な
追
い
越
し
な
ど
、

危
険
な
運
転
は
大
事
故
の
原
因
。

圃

我
孫
子
響
察
署
宮
7
1
8
2
・

0
1
1
0
、
市
交
通
整
備
課

・
内
線

3
3
0
 

日
時
・
場
所

7
月
訂
日
制
午
前
日

時
開
演
、
市
民
会
館
(
入
場
無
料
)

内
容

表
通
安
全
腹
話
術
、
歌
の
お

姉
さ
ん
シ
ョ

1
、
交
通
安
全
教
育
劇

「
リ
カ
ち
ゃ
ん
と
学
ぶ
表
通
ル
l
ル
」

写
真
)
、
劇
団
ピ

ツ
カ
リ
座
公
演

※
求
通
安
全
グ
ツ
ズ
の
お
み
や
げ
が

あ
り
ま
す。

定
員

先

着

1
0
0
0
人

申
し
込
み

不
要
(
当
日
会
場
へ
)

圃

交
通
整
備
課

・
内
線
3
3
0

111ん悠τ衰休11ε. 千葉柏道路協議会の資料が
図書館でも閲覧できます

E苦言語司|
第10回千葉柏道路協議会が6月5日開催され、対

策案の評価手法、バイパス案の検討の進め方につい

て協議が行われました。

これまで、協議会の会議資料や議事要旨などは、市

役所の行政情報資料室(本庁1階)か国土突通省の

ホームページでしか閲覧できませんでしたが、協議

会情報の提供機会の充実を求める要望にお応えする

ため、市民図書館、湖北台分館、布佐分館でも閲覧

できるようになりました。

市では、協議会の検討経過をより詳細に市民の方々

にお伝えするため、千葉柏道路ニュースの充実を国

土突通省に強く求めていきます。

また、千葉柏道路に関する情報を随時、市広報で

お知らせします。

なお、次回の会議は、8月20日制に開催されます。

園都市計画課・内線577

‘百倍粟嚢襲惨

わが家の犬・温

写真コンクール
ハッビーボランティア

9月の動物愛護週間にちな

み「愛犬・愛描写真コンクールJ
の作品を募集します。

応募作品飼育している犬・猶

の写真(サービス判)3枚まで

と、しつけ等の適正飼育につい

てのコメン卜 (400字詰め原稿

用紙1枚以内)

応募資格県内在住の方

応募方法・固 すべての写真の

裏面に住所、 氏名、電話番号を

明記し、コメン卜を同封のうえ

8月1日から31日必着〒260・
0854千葉市中央区長洲2の

22の6脚千葉県動物保護管理

協会ft043・221-2364へ郵送

料5募作品は返却しません。

②高校生ポランティ?教室

日時 8月7日開'"1 0日(日)、 午前

9時30分から午後5時(4日間)

場所 市民会館、アビス夕、福祉施設

内容幅広いボランティア理解と体

験を通してトレーニングを行う

対象高校生、先着40人

費用 2000円(昼食代)

③青年ポランティ?養成講座

日時 8月10日間、 午前9時30

分から午後5時

場所アビスタ

内容福祉体験、青年ボランティア

「ぽらぽらの木Jの紹介

対象高校創以上の方、先着30人
費用 500円(昼食代)

申し込み・圃 似B③いずれも電話

でサポートセンターft7185・5233へ

の~\・中学生ワークキャンプ

日時 8月24日但).25日開(1 
泊2日)

場所手賀の丘少年自然の家ほか

内容 ボランティア理解のための福

祉体験

対象 小学校5年生から中学生、先

着30人

費用 3500円

※ワークキャンプスタッフ募集

高校生以上の方で、キャンプファ

イヤ一、草いす・手話体験、福祉施

設でのボランティア体験などでの、

グループリーダー的役割、企画運営、

相談役、保健係などを行ってくれる

スタッフを募集しています。(先着

10人、参加費1000円)詳しくは、

サポートセンターへ

ζ剃簡(f;eぃ ファクスガイド・ファクス便利帳ft7183-6000 テレホンガイド・声の便利帳ft7185-5000 
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G貧
弱

長会

タ
イ
ト
ル
が
色
付
き
の
も
の
は
、
市
や
官
公
庁
主
催
・
共
催
の
も
の
で
す
。

黒
は
、市
民
団
体
の
記
事
で
す
。
各
項
目
は
、欄
外
の
よ
う
に
省
略
し
て
い
ま
す
。

で

か

け

て

み
ま
ぜ
ん
か

身
障
セ
ン
タ
ー
お
楽
し
み
会

-ー-
日

7
月
白
日
同
日
時
受
け
付
け
、

叩
時
初
分

5
日
時
叩
分

所
ア
ピ
ス
タ

(
入
場
無
料
)

対

ど
な
た
で
も
、
当
日
先
着
印
人

内

午
前
:・
漫
才
、
落
語
午
後
:・

ハ
ン
ド
ベ
ル
、
津
軽
三
味
線

主
・
圃
我
孫
子
市
身
体
障
害
者
福

祉
セ
ン
タ
ー
家
族
会
・
藤
島
宮
7
1

8
9
・
1
6
7
3
(四
時
i
m
時
)

う
た
の
お
ね
え
さ
ん
・
し
ろ
お
お
じ
ち
ゃ
ん
と

一

緒

に

う

た

お

う

日
・
所

7
月
幻
日
鯛
凶
時

1
日
時

日
分
、
ア
ピ
イ
ホ
l
ル
(イ
ト
l
ヨ
l

カ
ド
1
3
階
)
〈
入
場
無
料
)

内

う
た
と
フ
ル
ー
ト
に
よ
る

「保

育
園
」
「
幼
稚
園
」
の
1
年
間
と
い

、
主
田
楽
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

出

根
本
百
合
さ
ん
(
元
N
H
K歌

の
お
ね
え
さ
ん
)
、
早
川
史
郎
さ
ん

(
し
ろ
お
お
じ
ち
ゃ
ん
)

圃

ア
ピ
イ
ク
オ
1
レ
宮
7
1
8

2
・
1
3
5
1

t1 怠第 1097号

中
里
引

そ
う
め
ん
流
し
・
七
夕
飾
り

日
・
所

7
月
お
日
出
9
時

5
日
時

(
雨
天
の
場
合
は
翌
日
)、
中
皐
幻
広

場
(
若
草
幼
稚
園
そ
ぱ
)

対

小
学
生
以
下
の
方
と
そ
の
保
護

者
、
先
着
加
入

費

1
人
1
0
0
円

申
・
圃

電
話
で
柏
鳳
保
育
園
・
相

瀬
古
7
1
8
8
・
3
3
3
8
(平
日

の
叩
時
i
口
時
)

日
・・・日時

所
・・・場所

久
遠
苑
納
涼
大
会

日
・
所

7
月
お
日
回
目
時
i
m時、

特
別
養
護
老
人
ホ
1
ム
久
遠
苑
(
日

秀
2
0
8
の
3
)
〈
雨
天
実
施
〉

内

盆
踊
り
、
模
擬
庖
ほ
か

圃

同
苑
宮
7
1
8
7
・
3
1
4
1

ア
レ
ク
セ
イ
と
泉

映
画
と
本
構
成
一

監
督
の
お
話

日

8
月
日
日
制
①
日
時
加
分
②

U
時

③
四
時

所

ア
ミ
ユ
ゼ
柏
(
柏
市
柏
6
丁
目
)

内

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
原
発
事
故

被
災
の
村
で
奇
跡
的
に
汚
染
を
免
れ

わ
き
続
け
る
泉
を
中
心
に
、
た
く
ま

し
く
、
お
お
ら
か
に
生
き
る
白
人
の

老
人
と
脅
年
ア
レ
ク
セ
イ
。

「
い
の

ち
の
水
」
を
主
題
と
し
て
、
映
像
と

坂
本
龍
一
さ
ん
の
音
楽
が
響
き
あ
う
、

美
し
い
ド
キ

ュ
メ
ン
タ
リ
ー
で
す
。

お
子
さ
ん
と
一
緒
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

費

1
3
0
0
円
(
前
売
り
1
1
0

0
円
)、
高
校
生
以
下
7
0
0
円

(前

売
り
6
0
0
円
)
〈
全
麿
自
由
〉

入
場
券
販
売
所

松
戸
友
の
会
(
柏

市
逆
井
)
、
浅
野
書
庖
(
柏
そ
ご
う

内
)
、
い
し
ど
画
材
(
柏
市
)
、
ス
タ

ジ
オ
W
O
O
(柏
市
)

主
松
戸
友
の
会

圃

松

戸
友
の
家
宮
7
1
7
3
・
7

F
O
つ
タ
O

地
球
の
ス
テ
ー
ジ

す
て
き

N
H
K
ラ
ジ
オ
「紫
敵
な
あ
な
た
」

で
紹
介
さ
れ
た
桑
山
氏
の
ス
テ
ー
ジ

で
す
。
戦
火
の
中
で
も
強
く
生
き
る

子
ど
も
た
ち
の
映
像
と
音
楽
の
素
晴

ら
し
き
を
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

8
月
6
日
制
U
時
開
演

種
・
:
種
目

出
・
:
出
席
者
・
出
演
者

日

内
・・・内容

所

市
民
会
館

費

5
0
0
円
(
中
学
生
以
下
2
0

0
円
)
〈
全
席
自
由
〉

入
場
券
販
売
所

ブ
ッ
ク
イ
ン
ひ
ら

が
、
荒
井
書
庖
、
ブ
ッ
ク
ス
こ
ほ
く

圃

福
祉
の
街
を
つ
く
る
会
事
務
局

包

7
1
6
9
・
4
2
9
4

参

加

し

て

み
ま
ぜ
ん
か

車
い
す
ダ
ン
ス
講
習
会

日
・
所

7
月
初
日
制
日
時
i
u時、

ア
ビ
ス
タ
(
参
加
無
料
)

対

身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の

方
、
先
着
却
人

講
師
倉
田
光
臣
さ
ん

(
舞
夢
会
)

申
・
圃

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
身
体

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
宮
7
1
8

8
・
0
1
4
1
m
7
1
8
8
・
0
2

4 
2 夏

休
み
紙
す
き
教
室
牛
乳
パ
ッ
ク

か
ら
ハ
ガ
キ
を
作
っ
て
み
よ
う

日
・
所

8
月
3
日
制
9
時
却
分
1

日
時
加
分
、
あ
ら
き
園
(
参
加
無
料
)

対

小
学
生
以
上
、
先
着
目
人

申
・
圃

電
話
で
あ
ら
き
園
宮
7
1

8
8
・
4
1
8
8

東
葛
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ

夏

休

み

科

学

教

室

日
・
所

8
月
7
日
同
・

8
日
働
い

ず
れ
も
9
時
却
分

1
日
時
、
東
世
相
テ

ク
ノ
プ
ラ
ザ
(
参
加
無
料
)

内

①
ろ
う
そ
く
の
智
字

②
電
球

の
ひ
み
つ

対

小
学
校
4
1
6
年
生
と
そ
の
保

護
者
、
各
日
初
組
mw
人
(
応
募
者
多

数
の
場
合
は
抽
選
)

申
・
圃

往
復
ハ
ガ
キ
に
、
希
望
日
、

住
所
、
氏
名
、
学
年
、
電
話
番
号
、

保
護
者
氏
名
、
返
信
面
あ
て
先
を
明

記
し
、

7
月
お
日
必
着
で
〒
2
7
7

1
0
8
8
2
柏
市
柏
の
葉
5
の
4
の

6
東
潟
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
宮
7
1
3

3
・
0
1
3
9

対
・
:
対
象
・
定
員

持
・・・持参

ふ
れ
あ
い
工
房
体
験
フ
ェ
ス
タ

日

8
月
2
日
出
・

3
日
冊
目
時
1

日
時

(
参
加
無
料
)

所

ふ
れ
あ
い
工
房
(
脅
山
4
5
0
)

内
左
表
参
照

申

不
要

問

ふ
れ
あ
い
工
房
宮
7
1
8
6
・

5
5
0
0
 

※
当
日
は
N
E
C駐
車
場
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
開
催
時
間
内
は

一
般
の
方
の
作
業
は
で
き
ま
せ
ん
。

体齢コーナー名 内 n全!¥!

竹細工竹とんぼなど
糸のこ |木のおもちゃや組み木~E
木 工 プうン9ーやミ・ィ ^~E
卜・J~ペインテインタ できたものに色づけ
ビーズあそび テイ7シュカ/(・Eビ・tt
お手玉 布でお手玉作り
毛 糸 織 り 毛糸でコース歩ーを
裂 き 織 り 織り犠で花ぴん重さなどt
布 ぞ う り 布を使ってぞうり作り
ヰl1t"でハガキ 色付ttしたハガキ作り
午現/t"でおもち守 |竹とんぼ .1ーメうン~E

各
日
先
着
目
人

持

軍
手
、
長
ズ
ボ
ン
、
帽
子

費

2
0
0
0
円

申
・
圃

電
話
で
同
会
(
仲
馬
倶
楽

部
内
)
宮
7
1
8
8
・
2
8
6
4

※
会
員
、
乗
馬
指
導
研
修
生
を
随
時

募
集
し
て
い
ま
す
。

N
P
O
法
人
テ
ラ
ス
我
孫
子

夏
休
み
自
由
研
究
お
助
け
塾

日

7
月
お
日
倒
、

8
月
4
日
側
、

幻
日
闘
い
ず
れ
も
9
時
S
U時

所

テ
ラ
ス
あ
ぴ
こ
(
白
山
1
の
1

の
幻
原
ピ
ル
3
0
1
)

内

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
指
導
に
よ
り
、

子
ど
も
た
ち
が
自
ら
課
題
を
発
見
し
、

企
画
し
、
学
習
し
ま
す
。
結
果
は
レ

ポ
ー
ト
に
ま
と
め
、
パ
ソ
コ
ン
を

使
っ
た
発
表
会
を
行
い
ま
す

対

小

・

中
学
生
(
で
き
れ
ば
小
学

校
4
年
生
以
上
)
、
各
日
先
着
目
入

費

1
5
0
0
円

申
・
圃

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
、

E
メ

ー
ル
で
渡
遁
宮
附
7
1
8
3
・
8
8

6
6
E
メ
l
ル

g
zacm@
「

F
2
3

F
Z昨
日
・
の

0
・』同
U

市
民
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

日
・
所

8
月
担
日
側
・

9
月
7
日

側
、
市
民
体
育
館

対

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
、

男
子
初
チ
1
ム
、
女
子
ロ
チ
1
ム
程

度
(
合
計
担
チ
l
ム
を
先
着
順
で
受

け
付
け
)

費

1
チ
l
ム
3
0
0
0
円

申

申
込
用
紙
(
市
民
体
育
館
に
用

意
)
に
必
要
事
事
乞
明
記
し
、

8
月

9
固
ま
で
に
市
民
体
育
館
窓
口
の
臨

時
専
用
ポ
ス
ト
に
投
か
ん

圃

吉
田
宮
7
1
8
8
・
3
1
8
2

夏
休
み
な
ぎ
な
た
体
験
教
室

申
・
圃

会
場
へ
直
接
か
、
電
話
で

新
喪
宮
7
1
8
5
・
0
2
2
6

※
な
ぎ
な
た
は
用
意
し
ま
す
。
体
操

の
で
き
る
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

1
日
プ
レ
l
パ
l
ク

日

7
月
四
日
回
目
時
5
日
時

所

柴
崎
台
中
央
公
園
(
雨
天
中
止
)

内

ど
ろ
だ
ん
ご
づ
く
り
、
竹
笛
、

竹
パ
ン
づ
く
り
(
実
費
回
円
)
ほ
か

費

無

料

持

昼
食
、
水
筒
、

着
替
え

主
あ
ぴ
こ
プ
レ
l
パ
l
ク
連
絡
会

圃

山
田
宮
間
7
1
8
6
・
2
6
4

0
(電
話
は
四
時
以
降
)

「
湖
畔
の
楽
校
」
夏
休
み
企
画

5
ホ

タ

ル

を

知

ろ

う

5

日
・
所

①
8
月
2
日
回
目
時
i
u

時
、
手
賀
沼
親
水
広
場
水
の
館
②

8
日
ω四
日
時
1
日
時
、
手
賀
沼
親
水

広
場
水
の
館
、
手
賀
、有
ヒ
オ
ト
1
プ

内

①
講
演
会

「ホ
タ
ル
の
気
持
ち

は
:
・
?
」
講
師
:
・
阿
部
宣
男
さ
ん
(
板

橋
区
ホ
タ
ル
飼
育
セ
ン
タ
ー
長
)
②

講
演
会
・
自
然
観
渠
会

「手
賀
沼
の

生
き
物
た
ち
」
講
師
・:
倉
西
良
一
さ

ん
(
県
立
中
央
博
物
館
上
席
研
究
員
)

対

小
学
校
4
年
生
以
上
の
方
、
各

日
先
着
1
0
0
人

費

無

料

持

捕
虫
網
(
②
の
み
)

主

N
P
O
法
人
「
あ
ぴ
こ
・
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
・
博
物
館
」

申

同
法
人
の
ホ
1
ム
ペ

1
ジ

(74打

菅
¥
¥者
宅
看
-ωσ
停

OEE
g
g
s
-

8
5
)
の
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
か

ら
申
し
込
み

圃

玉
造
宮
7
1
6
9
・
2
8
4
7

リ

ウ

マ

チ

の

会

講
演
会
と
懇
談
会

日
・
所

7
月
M
日
同
日
時
却
分

S

M
時
、
保
健
セ
ン
タ
ー
(
参
加
無
料
)

内

リ
ウ
マ
チ
怠
者
の
住
宅
改
修
の

注
意
点
:・
古
川
恵
子
さ
ん

対

リ
ウ
マ
チ
怠
者
と
そ
の
家
族

圃

木

田
宮
7
1
8
7
・
6
2
2
3

主
:
・
主
催
・
共
催

圃
・
:
問
い
合
わ
せ

ご利用ください

教育についての相談
いじめ、不登校、学業、進学などについて心配なことはあ

りませんか。我弼子市教育研究所では、小 -中学校のお子さ

んや就学前の障害児について、電話と貯月による教育相談を

行っています。(貯月相談は要予約)

また、市内のすべての中学校と一部の小学校では、スクー

jレカウンセラーや心の教室相談員に相談することができます。

さらに、相談員が自宅に伺うこともできます。

いずれも費用は無料です。どうぞご利用ください。

相談日時 月曜日から金曜日の午前9聞から午後5時(祝日
等を除く)

電話相談・園 教育研野畑7187・4660
障害児教育相談 O7187・4640

夏休み

親と子の手カロ吋t上尚習ゐ貝1口 1 千玄
日時・場所第1固…8月9日曲、第2固…日〕日但)いずれ

も午前10聞から午後3時、手賀:5B親水広場(参加無料)

内容 午前…遊覧舶に乗って、手賀沼の自然や水質を学ぶ

午後…(第1固)牛乳パックからのハガキ作りほか、(第2固)

廃食油からの石けん作りほか

対象・定員小学校4年生から中学校3年生の親子、名目

30人(子だけ・親だけの参加は不可。応募者多数聞は抽選)

措参弁当

申し込み・圃往復ハガキに希望目、郵便番号、住所、親子

の氏名、学年電話番号、 「広報あぴこJを明記し、7月
24日消印有効で〒270・1146高野山新田193手賀沼親水広場
O7184・0555ヘ

海上自衛隊下総航空基地

動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

親

子

体

験

教

室

日

7
月
初
日
、

8
月
6
日
、
初
日
、

幻
日
い
ず
れ
も
水
曜
日
9
時
却
分
1

日
時
加
分
(
参
加
無
料
)

所

千
葉
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

(
富
墨
市
御
料
7
0
9
の
l
)

内

犬
と
友
達
に
な
る
に
は
、
犬
・

ね
こ
の
病
気
、
ペ

ッ
ト
か
ら
う
つ
る

病
気
、
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
の
見
学

対

小

学
校
4
1
6
年
生
の
お
子
さ

ん
と
そ
の
保
護
者
、
各
日
先
着
5
組

(
送
迎
が
あ
れ
ば
お
子
さ
ん
の
み
も

可
)

申
・
圃

電
話
で
同
セ
ン
タ
ー
宮
0

4
7
6
・
mm
・
5
7
1
1
へ

※
当
日
は
犬
に
さ
わ
れ
る
服
装
で
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

N
P
O
法
人
我
孫
子
乗
馬
会

初
心
者
の
た
め
の
乗
馬
体
験

日
・
所

7
月
幻
日
腕
、

M
日
側
、

い
ず
れ
も
9
時
伽
原
案
丸
山
(
江

田
・
所

7
月
初
日
一回
・
幻
日
一回
9

蔵
地
1
0
2
7
の
6
)
〈
小
雨
実
施
〉
時
却
分

5
日
時
、
市
民
体
育
館
武
道

内

乗
馬
の
楽
し
き
ゃ
馬
と
の
ふ
れ
場
(
参
加
無
料
)

あ

い

を

体

験

対

小

学

生

以

上

の

方

、

各

日

先

着

対

小

学
校
4
年
生

1
日
歳
く
ら
い
、
加
入

費
・
:
費
用

申
・
:
申
し
込
み
(
記
載
の
な
い
も
の
は
申
し
込
み
不
要
)

a
a
g
d
w
 

企
ハ
-

h
羽

h
y
v

h
d
i
h
 

mE;U11 

丹
市

e

，.
内
a拘

日時・蝿所 7月19日目午前9聞から
午後3時、海上自衛隊下総航空墓地(沼

南町藤ヶ谷)(入場無料)

内容 スポーツ大会、航空機展示、消

防車試乗、フライ トシミュレーター試

乗、紙飛行機作成、フリーマーケッ ト、

模握庖、各種体験教室ほか(雨天の場

合は一部中止になるものがあります)

固下総航空基地広報室O7191・2321

方ぴ，
• 有

市役所の電話番号ft7185-1111 市役所のホームページアドレス http://www.city.abiko.chiba.jp
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お
気
巴
入
り
の
ゴ
ソ
ラ
の
ぬ
い

ぐ
る
み
は
外
出
の
時
も
離
し
ま
せ

ん
。
い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
笑
顔
で
す
。

手

賀

沼

探

検

隊

日
・
所

8
月
1
日
働
9
時
初
分
手

賀
沼
親
水
広
場
水
の
館
集
合
、
却
時

解
散
予
定
(
雨
天
寡
施
)

内

手
賀
沼
船
上
見
学
、
ア
ウ
ト
ド

ア
ゲ
1
ム
、
木
工
、
夕
食
づ
く
り

対
市
内
の
小
・
中
学
生
、
初
人
(
応

募
者
名
薮
の
場
合
は
抽
選
)

持
帽
子
、
弁
当
、
水
筒
、
筆
記
用

具
、
タ
オ
ル
、
着
替
え

費

5
0
0
円

申
・
圃

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏

名
、
学
年
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、

7
月
辺
日
必
着
で
〒
2
7
O
I
l
-

3
8
下
ケ
戸
7
3
0
の
2
梅
谷
育
設

孫
子
市
子
ど
も
会
育
成
会
連
絡
協
議

会
事
務
局
宮
0
9
0
・
7
8
2
2
・

1
4
7
0
 

~ -
我
孫
子
市
史
研
究
セ
ン
タ
ー

歴

史

講

演

会

日
・
所

8
月
3
日
冊
目
時

1
日
時
、

手
賞
沼
親
水
広
場
水
の
館

内

利
根
川
治
水
の
変
選
と
水
害

出
大
熊
孝
さ
ん
(
新
潟
大
学
工
学

部
教
授
)

対

先

着

1
0
0
入

費

無

料

圃
坂
巻
宮
7
1
8
9
・
2
6
0
8

国土
村:

鍬
ち
ゃ
ん

(
湖
北
台
・

1
歳
2
カ
月
)

ぼ
し
ゅ
う

市
営
住
宅
入
居
者

募
集
住
宅
栄

(
3
D
K
)
:
・2
戸

(
う
ち
1
戸
は
身
障
者
世
帯
向
け
て

東
我
孫
子
A
(
3
D
K
)
:
・2
戸

申
込
期
限

7
月
お
日
制

入
居
可
能
日

9
月
5
日
働

※
応
募
育
法
な
ど
詳
し
く
は
、
施
設

建
設
課
・
内
線
5
7
0
へ。

千

葉

県

警

察

官

受
付
期
間

7
月
四
日
5
8
月
4
日

第
1
次
試
験
日

9
月
7
日
冊

曇
験
資
格
*
警
察
官
A

(男
性
、

女
性
)
:
・大
学
(
短
大
を
除
く
)
を

卒
業
し
た
、
ま
た
は
平
成
時
年
3
月

末
ま
で
に
卒
業
見
込
み
で
、
昭
和
必

年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

*
普
察
官
B

(男
性
、
女
性
)
:
・瞥

窪田
A
の
資
格
に
該
当
し
な
い
、
昭

和
必
年
4
月
2
日
か
ら
臼
年
4
月
1

固
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

※
応
募
育
法
な
ど
詳
し
く
は
、
我
孫

子
警
察
署
警
務
課
宮
7
1
8
2
・
0

1
1
0
へ。

松号
本2

か
ず
と
し

一

駿
ち
ゃ
ん

(
天
王
台
・

1
歳
2
カ
月
)

い
定
ず
ら
っ
予
だ
け
ど
甘
え
ん

埼
マ
マ
の
抱
つ
こ
と
果
物
ガ
大

路
き
で
す
。

自
衛
官
・
自
衛
隊
生
徒

。
2
等
陸

・
海
・
空
士

資
格
回
歳
以
上
訂
歳
未
満
の
方

。
自
衛
隊
生
徒

資
格
中
学
校
卒
業
(
見
込
み
)
の

げ
歳
未
満
の
男
性

※
応
募
育
法
な
ど
詳
し
く
は
、
自
衛

隊
千
葉
地
方
逮
絡
部
柏
募
集
案
内
所

宮

7
1
6
3
・
6
8
8
4
へ。

入

国

警

備

官

第
1
次
試
験
日

9
月
お
日
側

受
験
資
格

昭
和
田
年
4
月
2
日
1

昭
和
臼
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
方

採
用
予
定
数
約
必
人

受
付
期
間

7
月
辺
白
川
W
5
8
月
5

日
一例

※
応
募
官
接
な
ど
詳
し
く
は
、
法
務

省
東
京
入
国
管
理
局
職
員
課
宮

ω・

5
7
9
6
・
7
1
1
1
へ。

ス
ペ
イ
ン
語
会
話
サ

ー
ク
ル

ロ
ス
ア
ミ
ゴ
ス
ラ
テ
ィ
ノ
ス
会
員

日
・
所
毎
週
火
・
金
曜
日
9
時
i

u時
、
ア
ピ
ス
タ

対
初
心
者
、
初
級
者
(
小
さ
な
お

子
さ
ん
か
ら
大
人
ま
で
)

-
R
1
回
5
0
0
円
(
テ
キ
ス
ト
代

別
途
)

申
・
圃

電
話
で
小
沢
宮
0
9
0
・

9
1
0
4
・
0
0
4
0

英
語
学
習
サ
ー
ク
ル
会
員

日
・
所
毎
月
第
1
・
3
金
晦
日
日

時
初
分

5
日
時
加
分
、
湖
北
台
東
小

学
校
第
2
地
域
-
究
流
教
室

内

N
H
K
「
い
ま
か
ら
出
直
し
英

dk白ヒ也事 7月1日現在

.人口 130.736人 (+ 101人)
[うち外国人893人]

男 65.151人 (+44人)
女 65.585人 (+57人)

.世帯 49.526世帯(+62世帯)
※住民基本台帳人口・世帯敬に外国人
萱録者数・世帯数を加えた数値です。

※( )内は前月との比較。

語
塾
」
テ
キ
ス
ト
を
中
心
に
学
習

対

自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
で

E
メ
1
ル

の
送
受
信
が
で
き
る
(
ま
た
は
予
定

の
)
シ
ニ
ア
の
方
、
先
着
加
入

費
実
費
(
月
3
0
0
円
程
度
)

申
・
圃

電
話
で
憲
君
7
1
8
8
・

4
0
0
9
 

ピ
ア
ノ
フ
レ
ン
ド
会
員

日
・
所

月
2
回
金
昭
日
日
時
却
分

s
u時
、
ア
ピ
ス
タ

内

大
人
の
初
心
者
対
象
の
ピ
ア
ノ

練
習
(
楽
譜
が
読
め
な
く
て
も
可
)

対

先
着
6
人

費

月

額

3
0
0
0
円
(
教
本
代
・

雑
費
等
別
途
)

申
・
圃

電
話
で
遠
藤
宮
7
1
9
1
・

3
3
0
6
 

お
し
ら
ぜ

定
例
教
育
委
員
会

日

7
月
お
日
働
日
時
却
分

所
水
道
局
4
階
会
議
室

圃
教
育
委
員
会
総
務
課
宮
7
1
8

5
・
1
1
5
1

敬
老
祝
金
を
贈
呈

対

9
月
1
日
現
在
で
市
内
に
引
き

続
き
5
カ
月
以
上
居
住
し
、
次
に
該

当
す
る
方

。
行
歳
の
方
(
大
正
H
年
9
月
2
日

か
ら
大
正
日
年
9
月
1
固
ま
で
に
生

ま
れ
た
方
)
:
・
1
万
円

o
m歳
の
方

(
大
正
3
年
9
月
2
日

忘れずに納め事しよう

項 目
納期限
(口座錨日)

固定資産税第2期 31日(木)

国民健康保険税第2期 31日(木)

介護保険料第2期 31日(木)

水道料金 25日(金)

か
ら
大
正
4
年
9
月
1
固
ま
で
に
生

ま
れ
た
方
)
:
・
2
万
円

。
鈎
歳
の
方
(
明
治
初
年
9
月
2
日

か
ら
明
治
幻
年
9
月
1
固
ま
で
に
生

ま
れ
た
方
)
:
・
3
万
円

。
1
0
0歳
以
上
の
方

(
明
治
部
年

9
月
1
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
)
:
・

5
万
円

贈
呈
方
法

9
月
中
旬
に
指
定
口
座

へ
振
り
込
み

※
対
象
者
に
申
静
香
を
郵
送
し
ま
し

た
の
で
、

7
月
白
日
必
着
で
ご
返
送

く
だ
さ
い
。
な
お
、
申
請
書
が
届
い

て
い
な
い
方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

圃
介
護
支
援
課
・
内
線
4
1
2

障
害
児
(
者
)
を
対
車
に

プ
ー
ル
施
設
等
の
入
園
料
を
減
免

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手

帳
を
お
持
ち
の
方
と
、
そ
の
付
き
添

い
の
方

(
1
人
ま
で
)
は
、
次
の
プ
ー

ル
施
設
な
ど
の
入
園
料
金
が
減
免
さ

れ
ま
す
。
(
駐
車
場
代
を
除
く
)

利
用
施
設

①
横
芝
海
の
こ
ど
も
の

国
②
酒
々
井
ち
び
っ
こ
天
国
③

富
津
公
園
ジ
ャ
ン
ボ
プ
1
ル

④

千

葉
県
こ
ど
も
の
国
⑤
富
津
公
園
屋

内
温
水
プ
1
ル

※
⑤
は
、
他
の
専
用
使
用
が
な
い
か

事
前
に
宮
0
4
3
9
・
U
・
8
8
8

7
へ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

利
用
期
間

①
、
②
、
③
は
7
月
四

日
出
か
ら
8
月
担
日
制
ま
で
、
④
、

⑤
は
平
成
時
年
3
月
白
日
制
ま
で

手
続
き
対
象
と
な
る
手
帳
を
持
参

し
、
施
設
窓
口
で
申
請
書
に
記
入

圃
側
千
葉
県
福
祉
ふ
れ
あ
い
財
団

宮

0
4
3
・
2
2
1
・
7
0
0
7

棚細(J.I)聞槌欄
(我嘉子警察署管内 ・6月初日現在)
6月の発生件数 50件
今年の発生件数(1月-) 292件
前年同期比 一68件
6月の死者数 O人
今年の死者数 4人
前年同期比 +3人
6月の負傷者数 61人
今年の負傷者数 379人
前年同期比 一60人

痴
ほ
う
に
関
す
る
医
療
相
談

日
・
所

7
月
口
日
同
日
時
加
分
1

日
時
必
分
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ

ー
相
談
室
(
市
役
所
西
別
館
3
階
)

内

専
門
医
師
に
よ
る
無
料
相
談

対
痴
ほ
う
の
方
を
介
護
し
て
い
る

家
族

申
・
圃

電
話
で
介
護
支
援
課
宮
7

1
8
6
・
1
4
1
1
(予
約
制
)

痴
ほ
う
の
方
の
家
族
の
集
い

日
・
所

7
月
M
日
同
日
時
却
分
1

日
時
加
分
、
保
健
セ
ン
タ
ー

対

痴

ほ

う
の
方
を
介
護
し
て
い
る

家
族

費

1
1
0
円
(
お
茶
代
)

圃
介
護
支
援
課
宮
7
1
8
6
・
1

4
1
1
 

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
利
用
し
た

災
害
警
備
訓
練
を
実
施

千
葉
県
瞥
で
は
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

を
利
用
し
た
災
害
警
備
訓
練
を
行
い

ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日

8
月
6
日
附
9
時
か
ら
ロ
時

(
荒
天
等
の
場
合
は
ロ
日

ωに
延
期
)

所
利
根
川
ゅ
う
ゅ
う
公
園
サ
ッ
カ

ー
場
(
古
戸
)

実
施
部
隊
・
圃
千
葉
県
瞥
察
本
部

瞥
備
部
第
三
機
動
隊
宮
7
1
3
1
・

9
9
2
1
 

国
民
平
和
大
行
進

日

7
月
M
日
同
8
時
加
分
湖
北
駅

南
口
集
合
(
雨
天
実
施
)

コ
ー
ス

第
二
小
学
校
4
市
民
会
館

↓
つ
く
し
野
公
園

(
U
時
却
分
柏

コ
1
ス
へ
引
き
継
ぎ
)

※
昼
食
は
主
催
者
で
用
意
し
ま
す

圃
原
水
爆
禁
止
国
民
平
和
大
行
進

実
行
委
員
会
・
加
藤
宮
7
1
8
9
・

1
7
8
1
 

。
公
共
施
設
利
用
の
継
続
的
な
活
動

は
、
優
先
的
に
場
所
が
確
保
さ
れ
て

い
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

D L 
。‘・@掌隼ご招待

申し込み往復ハガキに住所、氏名、

年齢、電話番号、保護者名、学校名、

企画入手方法(広報あぴこ)、応募

するチケッ 卜O漕類(ペアかFAM

I L Y)、レイソル後援会の方は会

員番号、レイソルへのご意見返信

面にご自分の住所・氏名を明記し、

7月30日必着で〒277-0083柏市

目立台1の2の50柏レイソル「レ

イソルキッス:WORLDJ係ヘ

固柏レイソル広報部;o?162・2202

レイソルキツズWOR

G 
夏休みにレイソルの試合を生で観

戦しよう。

日時・場所 8月16日出午後7時、

目立柏サ、ソ力一場(柏市目立台)

対戦相手京都パープルサンガ

対象小・中学生

四寺者数小・中学生を1人以上含

む親子などのグループで、①ペア

(2人)…100組200人②FAM

I L Y (4人)…50組200人(応

募者多数の場合は抽選)

開???;114bも
料金 2周200円

。レンタサイクル

営業時間 午前9時から午後5閏(貨し出

しは終了間聞の1時間前まで)
貸し出し場所 手賀沼公園、サイクルパー

ク我孫子南、鳥の博物館、サイクルパーク

天王台南、道の駅しようなん、柏市民体育

館(返却は、どのステーションでも司)

料金 大人300円、小学生以下は 100円

園側あゆみの郷公社ft7183-1130 (月・

土・日曜日、祝日を除く)、商工観光課・内

505 

民主夏体み
~~0 ミニSL
あゆみの郷公社では、お子さんの夏休み

にあわせて、ミニSLとレンタサイクルを

営業します。

レンタサイクルのステーションも6力所

に増え、より利用しやすくなりました。

営業日 7月19日出から8月31日旧)まで

の月曜日を除く毎日。以降の土日・祝日(月

曜日が祝日等の場合は営業し、翌日休業。

雨天・荒天の場合は休業)

。ミ二SL
営業時間 午前9閏30分から午後5時

蝿所手賀沼公園

ζ剃簡(f;eぃ ファクスガイド・ファクス便利帳ft7183-6000 テレホンガイド・声の便利帳ft7185-5000 
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8月 2 日(土)午後ワ時~8時 30 分

れ
ま
す
(右
下
図
参
照
)。

※
我
孫
子
駅
南
口
発
の
阪
東
パ
ス
は
、

午
後
4
時
初
分
以
降
第
一
小
学
校
経

由
に
な
り
ま
す
。

圃

手
賀
沼
花
火
大
会
実
行
委
員
会

宮
7
1
8
2
・
3
1
3
1
、
ま
た
は

市
商
工
観
光
課
・
内
線
5
0
4

※
当
日
の
開
催
の
有
無
は
、
午
前
8

時
か
ら
宮
0
1
8
0
・
9
9
4
1
8

7
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

第
3
回
千
葉
県
北
西
部
地
区
文
化
財
発
表
会

窃

貝
の
三
日
物
語

古
代
か
ら
現
代
に
い
た
る
ま
で
、

人
々
は
買
を
採
り
、
自
然
の
恵
み
と

し
て
大
切
に
し
て
き
ま
し
た
。

発
表
会
は
、
人
々
と
員
の
深
い
つ

な
が
り
が
あ
る
遺
物
や
民
具
を
と
り

あ
げ
、
あ
わ
せ
て
展
示
会
を
開
催
し

ま
す
(
入
場
無
料
)
。

第 1097号

発

表

A
Q

一品

日
時

7
月
訂
日
制
午
前
日
時
却
分

か
ら
午
後
O
時
叩
分
、
午
後
1
時
初

分
か
ら
3
時
叩
分

内
容

O
市
川
・
鎌
ケ
谷
・
松
戸
の

貝
塚

O
縄
文
時
代
の
プ
レ
ス
レ
ツ

ト

O
干
潟
の
員
と
採
集
道
具

O

貝
塚
人
の
残
し
た
も
の

O
古
代
i

中
世
の
遺
構
と
員

O
埋
葬
さ
れ
た

の
は
鎌
倉
時
代
の
お
姫
様

?

O
役

人
の
使
っ
た
土
器

{各
員

先

着

2
0
0
人

申
し
込
み

不
要
(
当
日
直
接
会
場

へ)

V手賀沼花火大会会場 ・交通規制図

国道6号ア
ビ
ス
タ
は
午
後
か
ら

全
館
閉
鎖
し
ま
す

花
火
大
会
当
日
、
ア
ピ
ス
タ
内
の

市
民
図
書
館
と
我
孫
子
地
区
公
民
館

は
午
後
O
時
加
分
か
ら
臨
時
休
館
し
、

ア
ピ
ス
タ
全
館
(
駐
車
場
を
含
む
)

は
利
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
花
火
大
会
が
延
期
の
場
合
は
、
通

常
ど
お
り
開
館
し
ま
す
。

※
延
期
さ
れ
た
場
合
の
3
日
側
、
日

日
出
も
同
様
と
し
ま
す
。

圃

ア
ビ
ス
タ
宮
7
1
8
2
・
0
5

展

刀1

ム一品

日
時

7
月
お
日
幽
か
ら
初
日
附
午

前
日
時
か
ら
午
後
6
時
(
お
日
は
午

後
1
時
か
ら
、
初
日
は
午
後
2
時
ま

で
)

※
期
間
中
、
午
前
日
時
、
午
後
1
時、

3
時
却
分
に
展
示
解
説
を
行
い
ま
す

※
お
日
噌
浦
安
市
の
元
議
さ
ん

の
腰
巻
飽
の
製
作
実
演
が
あ
り
ま
す
。

場
所

い
ず
れ
も
市
民
プ
ラ
ザ

主
催

千
葉
県
北
西
部
地
区
文
化
財

行
政
担
当
者
連
絡
協
議
会

圃

教
育
委
員
会
文
化
課
宮
7
1
8

5
・
1
1
5
1

あ
な
た
の
お
気
に
入
り
の

場
所
や
風
景
を
推
薦
し
て
く
だ
さ
い

そ
こ
に
い
る
と
、
気
持
ち
が
落
着

い
た
り
、

ほ
っ
と
し
た
り
す
る
、
そ

ん
な
す
て
き
な
と
こ
ろ
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

今
回
か
ら
新
た
に
景
観
住
宅
賞
を

設
け
ま
し
た
。

対
象

①
市
内
に
あ
る
す
て
き
な
場

所
や
ま
ち
な
み
・
風
景
②
が
ん
ば

っ
て
、
す
て
き
な
場
所
を
守
り
、
つ

く
り
だ
し
て
い
る
人
た
ち

表
彰
景
観
賞
、
景
観
奨
励
賞
、
景

観
住
宅
賞
(
選
考
結
果
は
日
月
の
広

報
で
発
表
予
定
)

応
募
方
法

応
募
用
紙
(
都
市
計

)

画
謀
、
各
支
所
・
行
政
連
絡
所
・

締

近
隣
セ
ン
タ
ー
、
ア
ビ
ス
タ
に
用

じ

意
ま
た
は
市
の
ホ
l
ム
ペ

l
ジ
に

ω
掲
載
)
に
必
要
事
項
を
明
記
の
う

蝿

え
写
真
を
添
付
し
、

9
月
日
日
消

剥

印
有
効
で
〒
2
7
O
I
l
l
9
2

間

市
役
所
都
市
計
画
課
(
住
所
省
略

昨

可
)
へ

企

圃

都
市
計
画
課
・
内
線
5
7
8

ア
ヤ
メ
と
歌
声
で
ま
ち
"
つ
く
り
を

寺
尾
美
千
子
さ
ん
が
優
秀
賞
を
受
賞

工宜性白一一嘉ゑ量産量室会 Ef..画工誼 両面幻社て詰
はししん市商
、たて(商工夫

各。参 写 工女津
商 加真会性小
工 し) 女 の 湊
会 、が性主町
女 優東部張で
性 秀潟の発行
部 賞飾 寺 表わ

あ

び

我
孫
子
市
、
柏
市
、
沼
南
町
の
2

市
1
町
合
同
で
、
手
賀
沼
化
火
大
会

を
開
催
し
ま
す
。

日
時

8
月
2
日
出
午
後
7
時
か
ら

8
時
加
分
(
雨
天
・
荒
天
の
場
合
は
、

8
月
3
日
、
日
日
に
順
次
延
期
)

会
議
・
交
通
規
制

会
場
周
辺
で
午
後
6
時
か
ら
9
時、

八
坂
神
社
か
ら
会
場
ま
で
は

6
時
か

ら
9
時
却
分
ま
で
表
通
規
制
が
行
わ

の
実
践
活
動
の
成
果
な
ど
を
発
表
し
、

部
員
の
啓
発
と
、
女
性
部
の
活
動
の

一
助
と
す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し

て
い
ま
す
。

寺
尾
さ
ん
の
発
表
テ
1
マ
は

「
ア

ヤ
メ
と
歌
声
で
ま
ち
づ
く
り
」
。
平

成
日
年

「元
気
・
勇
気
・
や
る
気
」

を
旗
印
に
地
域
の
人
た
ち
と

「
お
か

み
さ
ん
会
」
を
発
足
。
そ
の
後
、
ア

ヤ
メ
の
臭
親
部
会
や
歌
声
宍
流
部
会

を
作
る
な
ど
、
精
力
的
な
ま
ち
づ
く

り
の
取
り
組
み
を
発
表
し
、
今
回
の

受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

「こ
れ
か
ら
も
会
員
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
、

互
い
に
学
び

合
う
関
係
を
つ
く
り
な
が
ら
、
社
会

貢
献
す
る
仲
間
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま

す
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

.....， 
ιー

あ

.....， 
ιd 

れ

れ

俳句

文芸だより
文芸だよりは皆さんがつくるコーナーです。締め切り

は、毎月 20日(必着)。 ハガキで1人1作に限ります。
応募先 〒270・1192市役所広報室(住所省略可)

糧事R

選

あ梅浅泰締雀梅期党白ト
じ雨草山主踏雨公3南3
さふや木?に深の風Z
いか喪今まし二や
がし』と.朝ぎ油日ガ
頭苔長揃Zーれのをラ
ゆむ'ひっし匂15鳴ス
らすの咲喪ふ'き食
し石 夏 き の 古 て 器
てに帽友日ミ去の
う波子の傘シり増
たの 逝迫ンにえ
っ音 くふ けて
て り来
る し

竹内旦山本寛太選

母
の
日
に
真
紅
の
ば
ら
を
贈
り
け
り
独
り
ぼ
っ
ち
の
寂

し

き

義

姉

に

長

南

光

子

天
を
突
き
山
裾
長
く
引
く
富
士
は
君
が
望
み
し
眠
る
地

と

な

る

湯

浅

美

重

子

リ
ュ
ウ
マ
チ
の
友
の
描
き
し
花
菖
相
臨
む
ら
さ
き
の
ほ
む

わ

ら

湧

き

た

つ

ご

と

し

津

村

阿

墨

た
ま

す
み
れ

わ
が
会
の
師
よ
り
賜
ひ
し
霊
草
庭
に
根
付
き
て
淡
き
花

咲

く

須

田

利

夫

夏
の
夜
の
し
ら
し
ら
明
け
に
駅
広
場
受
山
姿
の
人
ら
集

ま

る

下

回

文

子

年
ご
と
に
集
を
咲
か
す
友
夫
婦
今
年
も
見
事
に
花
を

つ

け

た

り

脅

木

正

子

伊
豆
の
海
梅
雨
の
あ
は
ひ
に
晴
れ
わ
た
り
松
原
越
し
に

鏡

子

見

ゆ

東

海

林

署
き
ぎ

す

ひ

な

朝
早
き
あ
や
め
田
の
辺
に
雑
子
ゐ
て
雛
を
追
ひ
っ
つ
真

横

に

期

ペ

り

三

谷

和

夫

六
月
の
半
ば
に
根
戸
地
区
を
訪
れ

る
と
、
林
の
中
の
日
当
た
り
の
よ
い

場
所
で
、
黄
色
い
花
を
つ
け
た
ニ
ガ

ナ
が
群
生
し
て
い
ま
し
た
。

草
丈
は
三
十
セ
ン
チ
か
ら
五
十
セ

ン
チ
ほ
ど
で
、
茎
は
細
く
、
上
部
は

枝
分
か
れ
し
て
い
ま
す
。

に
が
辛

苦
莱
と
い
う
名
は
、
茎
や
葉
を
切

る
と
最
の
あ
る
乳
液
が
出
る
こ
と

ず(Jj Eコ
にニコ

渋
谷
多
佳
子

木

下

明

子

壁
谷
千
鶴
子

平

塚

利

雄

南

場

幸

子

下

田

繁

樹

町

田

進

太
田

雪
菜

畠周不
H
醸
っ
て
く
だ
さ
い
H

申
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
ま
た
は

バ
イ
オ
リ
ン
:・
鈴
木
宮
7

1
8
3
・
3
2
5
5

申
し
込
み

連
絡
先
に
直

接
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
コ
ー
ナ
ー
へ
の

掲
載
申
し
込
み
は
、
電
話

で
ふ
れ
あ
い
工
房
へ

コ
ー
ナ
ー
利
用
上
の
注
意

衣
類
、
自
動
車
、
生
き
物

は
取
り
扱
い
ま
せ
ん
。

圃

ふ
れ
あ
い
工
房
宮
7

1
8
6
・
5
5
0
0

に
よ
り
ま
す
。
タ
ン
ポ
ポ
も
傷
つ
け

る
と
、
同
じ
よ
う
に
苦
味
の
あ
る
乳

液
が
出
る
の
で
、
タ
ン
ポ
ポ
を
ニ
ガ

ナ
と
呼
ぶ
地
方
も
あ
り
ま
す
。

花
は
花
ぴ
ら
お
町
山
内
に
伸
ぴ
た
小

花
が
五
個
ほ
ど
集
ま
っ
た
も
の
で
、

一
見
一
つ
の
花
の
よ
う
に
見
え
ま
す
。

ま
た
時
に
は
写
真
の
よ
う
に
、
小
花

が
六
個
集
ま
っ
た
も
の
も
見
か
け
ま

す
。
花
の
聞
か
ら
は
合
着
し
た
船
し

べ
と
そ
の
聞
か
ら
伸
び
た
船
し
べ
が

あ
り
、
雌
し
べ
の
先
は
二
つ
に
分
か

れ
て
い
ま
す
。

花
後
は
タ
ン
ポ
ポ
の
よ
う
な
毛
を

も
っ
た
果
実
が
で
き
、
風
に
乗
っ
て

遠
く
ま
で
飛
ん
で
行
き
、
子
孫
を
増

や
し
ま
す
。
果
実
は
皮
が
薄
く
、
一

見
種
子
の
よ
う
に
も
見
え
ま
す
。

(文

・
写
真
佐
久
間
俊
行
)

(きく科)

tè100 瞳~. この広報紙は 100%再生紙・大亘インクを使用しています。


